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「
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
智
内
さ
ん
に
、
病
気
に
よ
り
右
手

を
使
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
音
楽
を
続

け
ら
れ
た
理
由
や
�
左
手
だ
け
の
演
奏
の

素
晴
ら
し
さ
�な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

ピ
ア
ノ
演
奏
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
２６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
３

時
３０
分

場
所

池
坊
学
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
（
室
町

通
四
条
下
る
）

テ
ー
マ

「
心
に
響
く
命
の
音
」
―
左
手

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
―

対
象

下
京
区
民
の
方

定
員

約
１５０
人

費
用

無
料

申
込
み

不
要

街
頭
啓
発

日
時

５
月
２６
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
１

時
３０
分

場
所

四
条
烏
丸
交
差
点
周
辺

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

日
時

５
月
２８
日
（
金
）
ま
で
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
は
除
く
）

場
所

下
京
区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１
・
７
１

７
０
）

下
京
区
で
は
５
月
の
憲
法
月
間
に
因
み
、
区
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
住
み
続
け
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
、
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
、
人
権
を
大
切
に
す
る
習
慣
が
根
付
く
よ
う
、
共
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

５５月月はは憲憲法法月月間間でですす

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

ち

な
い

た
け

お

智
内
威
雄
さ
ん
の
お
話
と
ピ
ア
ノ
演
奏

智
内
威
雄
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

１３０
周
年
記
念
事
業
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
区
内
の
２３
学
区
の
紹
介

や
学
校
の
統
合
に
関
す
る
記
述
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
各
学
区
か
ら
編
集

委
員
と
し
て
区
民
の
方
々
に
ご
参

画
い
た
だ
き
、
企
画
・
編
集
に
汗

を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、１
冊
３５０
円（
実

費
相
当
額
）
で
販
売
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�

総
務
課（
�
３７１
・
７
１
６
４
）

本
年
１０
月
１
日
に
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
に
向
け
て
、

４
月
３０
日
に
下
京
区
実
施
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。

５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
は
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
我
が

国
が
直
面
し
て
い
る
少
子
高
齢
化

や
就
業
・
雇
用
な
ど
の
重
要
課
題

に
対
す
る
、
各
種
行
政
施
策
立
案

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

総
務
課
調
査
担
当
（
�
３７１
・

７
１
６
４
）

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

平
成
２２
年
国
勢
調
査

下
京
区
実
施
本
部
を
設
置

胸部（結核・肺がん）検診、
大腸がん検診のお知らせ

� 健康づくり推進課成人保健・医療担当（�３７１―７２９２）

日

程

※車いすをご利用の方は、９月１３日に行う梅小路小学校で受診してください。

時間�いずれも午後１時３０分～３時

修徳ふれあい福祉会館
（修徳せんだんホール）１５日（火）学校歴史博物館６月２日（水）

８日（火）元崇仁小学校２６日（水）

元六条院小学校６月４日（金）ひと・まち交流館京都５月１８日（火）

対
象
・
内
容
・
費
用
・
申
込
み

※１ 市民税の非課税所帯に属する方、生活保護を受給されている方、７０歳
以上の方などは、証明書を提示または提出されると費用が免除されます。
詳しくは、お問い合わせください。

※２ あなたの郵便番号・住所・氏名・生年月日・性別・電話番号を記入し、
受診する日の１５日前までに京都がん協会大腸がん検診係（〒６０４―８４９１中京
区西ノ京左馬寮町２８）宛てに郵送または FAX（８１１―９１３８）してください。

事前に京都がん協会
に、はがきまたは F
AXで申し込み（※２）

３００円
（※１）

問診、便潜血検査４０歳以上大腸がん
検診

当日会場で直接申し
込み１，０００円

（※１）
喀痰細胞診（問診の結果
必要と認められた方）

４０歳以上肺
が
ん

胸
部
検
診

無料問診、胸部Ｘ線撮影

当日会場で直接申し
込み

無料胸部Ｘ線撮影１５歳以上結
核

申込み費用内容対象年齢検診名

勤務先などで検診を受ける機会のない方を対象に、がん検診を行います。
日程表のどの会場でも受診できます。

市
で
は
、
生
活
が
苦
し
く
学
資

の
負
担
が
困
難
な
世
帯
の
高
校
生

な
ど
を
対
象
に
、
審
査
の
う
え
平

成
２２
年
度
の
支
援
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
支
度
金

対
象

市
民
税
非
課
税
の
母
子
・

父
子
・
児
童
・
障
害
者
・
長
期
療

養
者
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除

く
）
の
高
校
新
１
年
生

支
給
金
額

年
間
４
万
５
０
０
０

〜
１７
万
８
０
０
０
円

受
付
期
間

６
月
３０
日（
水
）ま
で

奨
学
金（
学
用
品
購
入
等
助
成
金
）

対
象

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
）
の
高
校
生

支
給
金
額

年
額
１４
万
４
０
０
０

円受
付
期
間

６
月
１
日
（
火
）
〜

来
年
３
月
３１
日
（
木
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
福

祉
事
務
所
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
（
連

絡
先
は
１
面
下
欄
参
照
）

京
都
市
高
校
進
学
・
修
学
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

不妊の不安や悩みを
お持ちの方へ

不妊相談のご案内

下京保健センターで、
専門医が面談し相談をお
受けします。不妊に関す
ることについて、どのよ
うなことでもご相談くだ
さい。（予約制）
日時 毎月第２水曜日、
午前１０時～
対象 市内在住の方
費用 無料
予約受付専用電話 �３７１
―７１６７（午前８時３０分～午
後５時※土・日、祝・休
日を除く）

人
と
人
と
の
交
わ
り
や
ふ

れ
あ
い
で
心
を
紡
ぎ
、
共
に

あ
る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
１３
日
（
日
）
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所

柳
原
銀
行
記
念
資
料

館
前
（
河
原
町
通
塩
小
路
下

る
）

内
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

模
擬
店
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な

出
し
物

�

崇
仁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
「
楽
・
洛
実
行
委

員
会
」（
�
３７１
・
８
２
２
０
）

ＫＹＯＴＯ☆Ｒ２４
～八条坊門 楽市・洛座 �～

下
京
区
役
所
で
は
、
こ
の
度
、

今
年
度
に
下
京
区
役
所
が
取
り
組

む
事
業
を
ま
と
め
た
平
成
２２
年
度

下
京
区
運
営
方
針
を
策
定
し
ま
し

た
。区

役
所
が
最
も
身
近
な
行
政
機

関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
区
民
の
皆

様
の
視
点
に
立
っ
た
区
役
所
運
営

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
８

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
区
民

の
皆
様
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
運
営
方
針
は
、
総
務

課
に
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
下
京
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
下
欄
参
照
）

で
も
、
５
月
１７
日
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

�

総
務
課（
�
３７１
・
７
１
６
４
）

��８つの基本方針
�下京区１３０周年記念事業の成果

きずな

を踏まえ、「絆、魅力、未来につ
なぐ（案）」をテーマに新しい
下京区基本計画を策定します
�来庁された市民（お客様）の
立場に立って、より快適なサー
ビスを提供します（職員応対、
庁舎環境）
�「縦割り」の弊害を廃し、「慣
例」を大胆に見直して、市民
（お客様）の立場から施策を考
え、実行します
�下京区のまちを歩きます・見
ます・学びます
�区民の皆様との協働により、
地域が持つ底力を引き出すと
ともに、新たな芽を育てる「土
壌づくり」に努めます
�区民の皆様が健康で安心して
暮らせるよう福祉のネットワ
ーク・つながりを充実させます
�行政の基本である「適正で公
平な行政サービスの提供」を確
実に行います
�行政サービスの財源となる市
税や保険料を皆様から公平か
つ確実にいただき、みんなで支
える社会を築きます

〜
区
民
の
皆
様
の
視
点
に
立
っ
た
区
役
所
運
営
を
行
い
ま
す
〜

平
成
２２
年
度

下
京
区
運
営
方
針
を
策
定

下
京
区
１３０
周
年
記
念
誌（
本
冊
）を
発
行

５
月
２４
日

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１７３号 平成２２年５月１５日


